
１　学校教育目標

２　現状分析（前年度の評価と課題を踏まえて）

３　本年度重点を置いて目指す成果・特色、取り組むべき課題

４　自己評価

評価
領域

重点目標 具体的方策（教育活動） 評  価  基  準 達成度 実践目標の達成状況の診断・分析
学校運営協議会委員
からの意見・要望等

評価

・年２回の授業評価を実施
し、評価結果の分析に基づ
いて授業改善に取り組む。

授業の内容が「よく分かる」、「分かる」が合
わせて
　４：　８５％以上
　３：　７５％以上
　２：　６５％以上
　１：　６５％未満

4

●前期・後期の授業内容について、概ね「（よく）分か
る」の評価が平均89.5%であった。後期では授業内容
も難しくなるので、少し評価が落ちた。
●「分かりやすい説明・工夫」についても、概ね「（よ
く）分かる」という評価が94.7%であった。理由として電
子黒板の活用等が効果を上げていると考えられる。

・教員相互による授業参観
を活用し、授業力向上に取
り組む。

教員一人あたりの授業参観回数が
　４：　５回以上
　３：　４回以上
　２：　３回以上
　１：　３回未満

3

●授業公開は各教員の授業が累計９１回（LHRを除
く）行った。うち授業参観については累計４９回、教員
一人当たり４．９回行った。
●１１月に５日間の授業開放を実施した。中学生、保
護者、引率教員、合計１８名の見学があり、感想の多
くが「よかった」と答えた。

・学習習慣を確立させるた
め、高い出席率の維持に努
める。

出席率が
　４：　９８％以上
　３：　９３％～９８％未満
　２：　８８％～９３％未満
　１：　８８％未満

3

●４月から１２月現在までの出席率の平均は９４．２%
であり、昨年度に引き続き、全体的に２年生の出席率
が低い傾向にある。
●皆勤の生徒が２名、精勤に近い生徒が数名おり、
よい影響を与えている。

・総合的な学習（探究）の時
間や特別活動を充実させ、
生徒が興味を持って取り組
める内容を構築する。

　４：　内容が充実し、生徒が興味を持って
　　　取り組んだ。出席率９５％以上。
　３：　内容が整い、生徒が興味を持って取
　　　り組んだ。出席率８５％以上。
　２：　内容は整ったが、生徒の取り組みは
　　　良くなかった。出席率７５％以上。
　１：　内容が整わず、生徒の取り組みも良
　　　くなかった。出席率６５％以上。

3

●今年度は感染症の流行のため、年度当初計画し
ていた工場見学や老人ホームでのボランティア活動
等の一部行事を中止した。
●感染症対策に配慮しながら行事を実施した。出席
率は校内生活体験発表100％、防犯訓練94.7％、定
通体育大会94.7%、ガラス工芸１日目94.7%、2日目
89.5%、修学旅行代替行事75%、クリーン作戦94.7%な
ど多くの生徒が興味･関心を持って活動した。

・頭髪、服装指導を徹底す
る。

頭髪、服装指導の再指導を要する生徒が
　４：　１０％未満
　３：　２０％未満
　２：　３０％未満
　１：　３０％以上

2

●普段から生徒に言葉をかけ、服装や身だしなみに
対する意識づけを行った。
●再指導を要する生徒は２５％程度であった。再指
導に応じない生徒はいなかった。

・時間厳守の意識をもたせ
る。

授業開始時刻を守れなかった生徒が年間で
　４：　ほとんどいなかった。
　３：　数名いた。
　２：　半数程度いた。
　１：　多くいた。

3

●遅刻をする生徒が若干いたが、授業の中抜けや無
断早退等はなかった。
●欠席や遅刻の多い生徒には個別に指導し、時間
厳守の意識の醸成に努めた。

・生徒情報交換会を年１０回
以上行い、生徒情報や生徒
指導に関する最新の知見を
共有する。

　４：　交換会を１０回以上実施し、生徒情報
　　　及び最新知見の共有ができた。
　３：　交換会を１０回程度実施し、生徒情報
　　　を共有することができた。
　２：　交換会実施は１０回に満たなかった
　　　が、生徒情報を共有することができた。
　１：　実施できなかった。

4

●年間１０回の生徒情報交換会を行った。家庭環境
の変化や指導方針について共通理解を図るととも
に、有意義な情報交換を行うことができた。
●特に注意が必要な生徒についてはケース会議も
併せて行い、指導支援の充実を図った。

・生徒一人ひとりの変化に
気を配り、いじめや問題行
動の早期発見、未然防止に
努めるために、アンケートや
個人面談を積極的に行う。

アンケートや個人面談を
　４：　年間７回以上実施した。
　３：　年間５回以上実施した。
　２：　年間３回以上実施した。
　１：　年間３回未満の実施となった。

4

●年間行事予定に位置付けたアンケートを３回、個
人面談を２回行うとともに、必要に応じて個別に面談
を行った。
●アンケートにいじめ等を訴える生徒はいなかった。
引き続ききめ細かな見守りを行い、いじめや問題行
動の未然防止に努めたい。

５　学校運営協議会委員評価

学
習
指
導

生徒一人ひとり
が理解しやすい
授業づくり

　生徒の学力を向上させ
るためには小さいＰＤＣＡ
サイクルを回して評価、
改善を繰り返して取り組
むことが大切である。学
期毎の評価ではなく可能
な範囲でできるとよい。

3

学習習慣の確
立と基礎・基本
の習得および定
着

生
徒
指
導

基本的な生活習
慣の育成

　いじめや問題行動等の
早期発見、未然防止に
しっかり取組、きめ細か
い生徒指導ができてい
る。これからそれぞれの
項目で改善を図り引き続
き取り組んでほしい。

4

いじめや問題行
動等の未然防
止

令和２年度　山口県立小野田工業学校定時制　学校評価書　　　校長（ 齊藤　英一郎 ）

　　　　　　　　　　　１　広い教養と専門的な知識技術を身に付け、望ましい勤労観・職業観を養う。
　　　　　　　　　　　２　感謝の気持ちをもち、地域や社会に貢献する心と態度を養う。
　　　　　　　　　　　３　自ら思考し、判断し、責任ある行動のとれる主体的能力、態度を養う。
　　　　　　　　　　　４　強い使命感と倫理観をもち、創造性豊かで挑戦し続ける産業人の育成を図る。
 
 　　　　　　　　　　社会人として自発的・自律的に行動できる
　　　　　　　　　　　１　基礎学力を含めた広い教養と専門的な知識技術を身に付けている。
　　　　　　　　　　　２　基本的な生活習慣及び規範意識や倫理観を身に付けている。
　　　　　　　　　　　３　協調性、忍耐力やコミュニケーション能力を身に付けている。
　　　　　　　　　　　４　主体的に学び続ける姿勢を身に付けている。

○業務改善を中心とした働き方改革の実施により、生徒との関わる時間をこれまで以上に確保するとともに授業の質の向上につなげ高い出席率へとつなげていく。
○欠席の主な要因となる体調不良の減少へ向けて、基本的生活習慣の育成に取り組むとともに「行きたくなる学校」「居場所のある学校」づくりを継続する。
○生徒一人ひとりのニーズに応じたきめ細かな指導を行うことによる安定した資格取得実績（一人あたり一つ以上）により、生徒の学習意欲の向上に取り組んでいる。
○全体を通して計画的に進路学習、進路情報提供、キャリア教育等を行い、きめ細かい指導により自らの進路に対する意識の向上を図るとともに、希望進路の実現に向
けて自ら行動できる生徒の育成に取り組む。
○コミュニティースクールの活用を通して、保護者や地域との連携を強化するとともに、定時制教育活動のより一層の周知を図るため、本校ホームページや各種メディア
等を活用し、積極的に情報発信を行う。

１　凡事徹底　　　２　規律ある安心・安全な学校づくりと組織的な危機管理　　　３　新たな百年の礎づくりに向けた行動

　　(1)【学習指導】
　　　　　・基礎学力及びものづくり人材に必要な学力や技術の定着
　　　　　・互見授業、研究授業、授業評価を活用した授業研究と授業改善
　　　　　・主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業実践
　　(2)【生徒指導等】
　　　　　・基本的生活習慣の確立と規範意識の向上
　　　　　・命の大切さや人権を尊重する心や態度の育成（いじめ等の未然防止）
　　　　　・交通法規の遵守とマナーの向上
　　　　　・部活動や特別活動の活性化
　　(3)【校務運営等】
　　　　　・業務の見直し・効率化と勤務体制の改善
　　　　　・情報共有と緊密な連携による組織的対応の習慣化
　　　　　・コミュニティースクールの活用と円滑な運営
　　　　　・地域、企業、異校種等との積極的な連携及び情報発信

◎本年度のチャレンジ目標

進路実現１００％　　　　　　　　あああ

全校生徒で 年間９８％以上の出席率

ひとづくり＆ものづくり １００年へ向けて

～新たな百年の礎づくり～

校訓

勤労愛好 報恩感謝 自発自律

育てたい

生徒像

教育目標



評価
領域

重点目標 具体的方策（教育活動） 評  価  基  準 達成度 実践目標の達成状況の診断・分析
学校運営協議会委員
からの意見・要望等

評価

・LHRや各種行事での進路
学習、個人面談等を通して、
生徒一人ひとりの進路意識
を高揚させ、早期に具体的
な進路目標を持たせる。

全学年の生徒において進路希望「未定」が
　４：　１０％未満
　３：　２０％未満
　２：　４０％未満
　１：　４０％以上

3

●進路希望調査上は"未定"の生徒はゼロではある
が、積極性のない（仕方なく…）者、実現の可能性に
ついて考えが甘い者、家族との相談（進学希望者の
経済面等）ができていない者など、自分の将来に対
する考えが不十分な生徒が多い。さらに、個別指導
を進めていきたい。

・卒業学年生徒一人ひとり
の希望に添った進路が実現
できるよう支援する。

卒業学年生徒において
　４：　全員の進路が１２月末までに決定
　３：　全員の進路が　２月末までに決定
　２：　全員の進路が　３月末までに決定
　１：　３月末までに進路先を決定できない者
　　　がいた

4

●求人数減少や就職試験日程の１ヶ月後ろ倒し等、
新型感染症禍の影響があったものの、各先生方の御
支援もあり、早期に卒業生全員の合格・内定を得るこ
とができた。

特
別
活
動

学校行事や生
徒会活動を通し
た活力ある学校
づくり

・学校行事を通して、生徒の
自主性を育成する。

　４：　９５％以上の生徒が参加し、生徒の自
　　　主的な取組が活発に行われた。
　３：　９０％以上の生徒が参加し、生徒の自
　　　主的な取組が行われた。
　２：　８０％以上の生徒が参加し、生徒の自
　　　主的な取組が行われた。
　１：　参加した生徒は８０％に満たず、取組
　　　は停滞していた。

4

●参加率は95.6％で、何とか目標クリアーだが、特定
の生徒の欠席が多い、以前と比べ取り組みがやや消
極的である、などの課題がある。
●小工祭（文化祭）では、感染症の影響で例年のよう
な調理はできなかったが、駄菓子販売や手作りゲー
ムなどを通して、明るく献身的に来場者をもてなした。
●クリーン作戦、新入生歓迎行事（レクレーションの
み）においては、多くの生徒が積極的・協力的であっ
た。

コロナ禍で学校行事が
減っている中、参加率も
高く、自主活動にしっか
り組まれている。

4

産業人として必
要な技能・技術
の習得

・熟練技能者などの外部人
材活用により、生徒に対して
高度な技能・技術の指導を
実施する。

山口マイスター活用事業による指導を
　４：　年間４回以上実施した。
　３：　年間３回実施した。
　２：　年間２回実施した。
　１：　年間２回未満であった。。

3

●昨年より指導回数を増やして４回の実施を計画し
ていたが1回は天候不順で実施できず結果的に３回
の実施となった。
●大会参加者以外についても、山口県が誇る技能マ
イスターの熟練の技を目の当たりにし、またご指導い
ただくことで大いに刺激となっていた。

天候不順により実施でき
ず残念であったが次年
度生徒のために実施し
てほしい。

技術の習得と技
能の継承による
指導力向上

工業に関する研修会等や教
員相互授業参観研修へ積
極的に参加する。

教員一人当たり、研修に
　４：　年間４回以上参加した。
　３：　年間３回参加した。
　２：　年間２回参加した。
　１：　年間２回未満であった。。

3

●GIGAスクールの導入により、本校でもG-Suiteやス
タサプ、電子黒板等のICTを活用した授業を行ってい
る。
●研修会は工業科の教員が講師となって実施してい
る。主に連絡会等の時間を用いて行った結果、教員
一人当たり年間３回実施できた。

電子黒板や学習用端末
を活用した授業は、今後
も重要となってて来るの
でしっかり取り組んでほ
しい。

学校の組織等

校務分掌の見
直しと業務改善

日常的な業務

情報の共有と組
織的対応

勤務状況

健康管理と時間
外業務時間の
削減

地域に対する教
育活動の周知

・各種行事を広報・公開し、
地元紙・広報誌等の連携及
びホームページにより積極
的に地域へ発信する。

紙面への掲載回数及びホームページの更
新の合計が
　４：　１７回以上
　３：　１５回以上
　２：　１３回以上
　１：　１３回未満

4

●ホームページの変更回数としては緊急対応12回、
行事予定2回、学校案内2回、トップページの更新1回
の合計で17回行った。
●紙面への掲載については公開授業２回、図書館２
回、市報２回、新聞３回の合計９回の掲載があった。
　結果として合計２６回となった。

近隣中学校と本
校定時制との連
携強化

・近隣中学校の授業公開参
観や学校説明のための中
学校訪問及び本校の授業
開放の案内を行い、相互理
解を深める。

中学校への訪問及び本校授業公開の合計
日数が
　４：　２５日以上
　３：　２０日以上
　２：　１５日以上
　１：　１５日未満

3

●授業公開は５日間
●中学生への学校説明会２日間
●中学校訪問１０日
●生徒指導関係３日
以上　合計２０日であった。

学校と家庭、地
域社会との連携
の強化

・地域の伝統産業理解、工
場見学、老人ホームでの活
動等、地域と連携した教育
活動に取り組む。

目的を理解し、内容に満足していると答えた
生徒が
　４：　８５％以上
　３：　７５％～８５％未満
　２：　６５％～７５％未満
　１：　６５％未満

4

●コロナ禍のため、工場見学は代替行事として実
施、老人ホームでの活動は代替行事として実施、
デュアル研修は実施、ガラス工芸学習は実施、授業
公開、公開授業等も実施した。
●実施後の生徒アンケートでは平均91.9％の生徒が
満足していると答えている。

よりよい学校生
活や人間関係を
築こうとする自
主的・実践的態
度の育成

・校内又は地域のボランティ
ア活動や体育的・文化的行
事へ積極的に参加する。

地域のボランティア活動や体育的 ・文化的
行事に参加した回数が年間で
　４：　８回以上
　３：　６回以上
　２：　４回以上
　１：　４回未満

2

５月：地元の住吉まつり（神輿かつぎ）→中止
６月：「小さな親切運動」きららビーチ焼野海岸清掃→中止
８月：「愛は地球を救うチャリティ募金」活動→街頭募金中止　課題
研究製作イカダレース→中止　老人ホーム清掃ボランティア→代替
行事実施
10月：クリーン作戦（通常コース）実施　定通県大会→参加
11月：老人ホーム文化祭→中止　「うべそうまつり」に参加・交流→
中止　赤い羽根共同募金ボランティア→中止　小工祭→実施
12月：山陽小野田市駅伝（一般の部で出場）→中止

６　　学校評価総括（取組の成果と課題）

７　　次年度への改善策

【学習指導】教員一人ひとりの指導力を向上させ、生徒の学力把握に努めるため小さいＰＤＣＡサイクルを回して評価、改善に取り組む。
【生徒指導】生徒一人ひとりに合わせたきめ細かい指導を行い、校則の遵守や時間厳守の意識を粘り強く指導したい。
【進路指導】卒業学年の生徒一人ひとりの希望に添った進路実現を維持し内定率１００％を維持したい。また、進路目標の早期設定に取り組む。
【特別活動】従来の行事を大切にしながらコロナ禍でもできる行事を企画する。
【工 業 科】ＩＣＴを活用して、生徒の技能・技術を向上させる。
【業務改善】各分掌業務の見直し及び組織の再編による業務の効率化をしっかり図っていきたい。
【地域連携】ボランティア活動等の従来の活動を大切にし、コロナ禍でもできる行事等を企画する。

●健康診断の再受診者の受診率は１００％である。
●時間外業務時間の前年度比削減者は１０名中４名
(４０％)であった。また、昨年度の全体平均が9.28h、
本年度の全体の平均が11.01hであり、本年度はコロ
ナ禍による急な業務対応等で時間外勤務時間が若
干増加したと考えられる。

地
域
連
携

コロナ禍で地域と連携で
きない中、よく努力され
ている引き続きしっかり
頑張ってほしい。
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【チャレンジ目標】　 ◎進路実現１００％　→　達成　　 ◎全生徒で年間９８％以上の出席率　→　未達成（９４%）
【成果(主なもの)】
　〇学習指導については、生徒一人ひとりに対してわかりやすい授業とわかりやすい説明と工夫ができており、生徒からもよい評価を得ていることから十分に達成できた。
　〇生徒指導については、情報交換会や個人面談を積極的に行い、さらにアンケート等でいじめや問題行動等の早期発見、未然防止にしっかり取り組めた。
　〇進路指導については、卒業学年の生徒一人ひとりの希望に添った進路実現ができており、内定率も１００％を達成している。
　〇特別活動については、９５．６%の生徒が学校行事に参加して生徒の自主性が育成できた。
　〇業務改善については、すべての先生方から円滑な遂行ができたとの回答を得た。
　〇地域連携については、地域に対しての教育活動の周知と地域との連携した教育活動については目標を達成できた。
【課題(主なもの)】
　●生徒指導については、頭髪、服装、欠席、遅刻等の基本的な生活習慣が守られていない生徒がいる。
　●地域連携については、コロナ禍のため地域のボランティア活動や体育的・文化的行事に参加できず、より良い人間関係づくりや自主性等を育成できなかった。

工
業
科

3

業
務
改
善

・各分掌業務の見直し及び
組織の再編により業務の効
率化を図る。

見直し・再編・業務の効率化を
　４：　全ての分掌において実施できた。
　３：　一部の分掌において実施できた。
　２：　見直し及び再編にとどまった。
　１：　見直しのみにとどまった。
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●各分掌主任の先生方にアンケートを行った結果、
コロナ禍での対応等を含めて、総務では行事の変更
や削減を実施、進路指導ではスタサブを活用した進
路指導の実施、教務ではＩＣＴを活用した出席確認や
授業改善が行われた。

アンケート結果からコロ
ナ禍でありながらしっか
り取り組まれている。引
き続き努力してほしい。
時間外業務は良く取り組
まれている。評価基準は
見直した方が良い。
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・日々の連絡会を有効活用
し、分掌主任を中心として円
滑に業務を遂行する。

業務の円滑な遂行が
　４：　約90％以上実施された。
　３：　約80％以上実施された。
　２：　約70％以上実施された。
　１：　70％未満であり、連絡会や分掌内の
　　　連携がさらに必要である。
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●各分掌主任の先生方のアンケート結果より日々の
連絡会を有効活用して円滑な業務が遂行できたかの
問いに対して、各分掌主任から「円滑な遂行ができ
た」との回答があった。このことから100％達成できた
と考える。
●「円滑な業務ができた」と答えた主任の達成レベル
に違いがあるが十分な成果を得ることができた。

・健康管理を呼びかけるとと
もに、業務時間記録表をもと
にした時間外業務時間の削
減を図る。

健康診断再受診者の受診率及び時間外業
務時間前年度比削減者が
　４：　ともに100％
　３：　ともに90％以上
　２：　ともに80％以上
　１：　ともに80％未満
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進
路
指
導

生徒一人ひとり
の進路について
関心を高め、勤
労観･職業観の
育成を図り、ミス
マッチのない進
路選択の実現

チャレンジ目標にも掲げ
ている進路実現100％を
達成できている。引き続
きしっかり取り組んでほ
しい。
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